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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、神経カルシウムセンサーのリカバリンファミリーのメンバーをコードしています。コードされているタンパク質には、3つのカルシウム結合EFハンドドメインが含まれており、光活性化ロドプシンのリン酸化を阻害することで、網膜における光情報伝達カスケードの終結を延長する可能性があります。リカバリンは、癌関連網膜症の原因抗原である可能性があります。[RefSeq提供、2008年7月],疾患：他の組織の腫瘍によって引き起こされる網膜の自己免疫疾患である癌関連網膜症の抗原として特定されています。,機能：網膜桿体グアニル酸シクラーゼからロドプシンへの経路に関係していると思われます。カルシウム依存的にロドプシンのリン酸化の阻害に関与している可能性があります。カルシウムと結合したリカバリンは光応答を延長します。,その他：2つのカルシウムイオンに結合します。 1つは親和性が高く、もう1つは親和性が低い。,類似性:リカバリンファミリーに属します。,類似性:4つのEFハンドドメインを含みます。,組織特異性:網膜と松果体。,
	研究分野
	シグナル伝達; シグナル伝達経路; カルシウムシグナル伝達; カルシウム結合タンパク質; 神経科学; 感覚系; 視覚系
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	Recoverin抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	Recoverinポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

